
高齢者のための RS ウイルスワクチン完全ガイド：重症化予防と接種のご案内 

1.今、高齢者が RS ウイルスを正しく知るべき理由 

「RS ウイルス」と聞くと、多くの方は乳幼児の病気という印象を持たれるかもしれません。

しかし、近年の医学的知見により、このウイルスは生涯にわたって感染を繰り返し、特に

免疫力が低下し始める高齢者にとっては、インフルエンザに匹敵、あるいはそれ以上の深

刻な健康リスクをもたらすことが明らかになってきました。 

RS ウイルスは一度の感染で一生の免疫ができるものではありません。加齢とともに重症化

のリスクは高まり、ひとたび発症すれば、これまで築いてきた健やかな日常を一変させる

恐れがあります。 

2. RS ウイルス感染症の実態と高齢者における重症化リスク 

RS ウイルスは呼吸器に感染するウイルスですが、高齢者が罹患した際の影響は極めて深刻

です。 

リスク評価と社会的影響 高齢者が RS ウイルスで重症化した場合の死亡率は、季節性イン

フルエンザに匹敵すると分析されています。特に持病がある場合、ウイルスが肺の深部に

まで到達し、肺炎や呼吸不全を引き起こすことで、命に関わる事態を招く個人的・社会的

な損失は計り知れません。 

主な症状と「診断」の落とし穴 高齢者が感染した際に多く見られる症状は以下の通りです。 

• 発熱 

• 咳、痰 

• 喘鳴（ぜんめい：呼吸時のヒューヒュー、ゼーゼーという音） 

• 呼吸困難 

ここで重要なのは、これらの症状が他の風邪や細菌性肺炎と酷似しており、医師の診察で

も見分けることが非常に困難であるという点です。さらに、小児によく使われる「迅速検

査キット」は、ウイルス排出量が少ない高齢者では正確な判定が出にくく、しかも**高齢

者の場合は保険適用外（全額自己負担）**となります。つまり、発症してから診断を待つ

のは時間的にも経済的にもリスクが高い「負け戦」と言わざるを得ません。だからこそ、

未然に防ぐ「予防」が唯一かつ最強の戦略となるのです。 

小児との深い相関性 RS ウイルスは 2 歳までにほぼ 100%の子供が経験するウイルスです。

高齢者の流行は、お孫さんなどの小児の流行時期に追従して発生することが知られていま

す。家族との絆を大切にしながら健康を維持するためにも、高齢者自身の防御を固めるこ

とが重要です。 

このように、確実な診断が難しい疾患だからこそ、最も信頼できる防衛策である「ワクチ

ン」について詳しく知る必要があります。 

3. 高齢者用 RS ウイルスワクチン（アレックスビー）の徹底解剖 

2023 年 9 月、日本で初めて 60 歳以上の成人を対象とした RS ウイルスワクチン「アレッ

クスビー」が承認されました。これは日本の予防医療における画期的な転換点です。 



4. 科学的根拠に基づく有効性と安全性 

ワクチンの真価は、国際的な臨床試験のデータによって裏付けられています。 

圧倒的な有効性の証明 国際共同第Ⅲ相試験において、アレックスビーは以下の高い発症予

防効果を示しました。 

• 全体での有効率：82.58% 

• 重症化リスク保有者での有効率：94.61% 

特筆すべきは、この臨床試験に参加した日本人集団において、ワクチンを接種した人から

の発症は「ゼロ」であったという事実です。これは、日本の高齢者にとっても極めて信頼

性の高いデータと言えます。 

「持病があるからこそ」の安心 94.61%という高い有効率は、喘息、COPD（慢性閉塞性

肺疾患）、慢性心不全、肝疾患、腎疾患、糖尿病といった持病を一つ以上お持ちの集団で

確認されたものです。「持病があるから副作用が心配」と不安に思われるかもしれません

が、データは逆を示しています。持病がある方こそ、ウイルスによる急激な悪化を防ぐた

めに、このワクチンが最大の「安心の守り」となるのです。 

副反応への透明性と誠実な対応 接種部位の痛み、腫れ、赤み、筋肉痛、疲労感などが報告

されていますが、これらは一時的な反応であり、多くは数日以内に自然に軽快します。重

大な安全性の懸念はなく、安心してお受けいただける環境が整っています。 

5. 接種を推奨する対象者と「重症化リスク」の定義 

RS ウイルスワクチンは 60 歳以上の方であればどなたでも接種可能ですが、特に QOL

（生活の質）を維持し、自立した生活を続けたい方にとって、以下の条件に当てはまる場

合は「必須の備え」となります。 

強く推奨される方々のリスト 

• 慢性呼吸器疾患（喘息、肺気腫、COPD など）がある方 

• 慢性疾患（糖尿病、慢性心不全、肝疾患、慢性腎疾患）がある方 

• がん治療などで免疫力が低下している方 

• 高齢者施設やケアホームに入居・利用されている方 

6. 当院での接種費用・予約方法・健康状況調査について 

最後に、当院での具体的な接種プロセスと、安全性を高めるための取り組みについてご案

内します。 

費用のご案内 本ワクチンは現在、予防接種法に基づかない「任意接種」となります。 

• 接種費用：26,400 円（税込） ※保険適用外の自費診療となりますので、あらかじ

めご了承ください。 

1. 申し込み： お電話、または当院ウェブサイトの「お問い合わせフォーム」よりご

連絡ください。 

 


